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日 本 溶 接 協 会 規 格 

疲労亀裂伝播試験方法 

Standard test method for fatigue crack growth rates 

1. 適用範囲 この規格は，構造用鋼材の疲労亀裂伝播性能について，室温，大気中における一般的な疲

労亀裂伝播試験方法について規定する。 

ここで言う，疲労亀裂伝播性能とは，応力拡大係数範囲と疲労亀裂伝播速度の関係を意味する。 

2. 引用規格 次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成す

る。これらの引用規格は，その 新版を適用する。 

JIS Z 2273 金属材料の疲れ試験方法通則 

ASTM E647： Standard Test Method for Measurement of Fatigue Crack Growth Rates 

ISO 12108： Metallic materials - Fatigue testing- Fatigue crack growth method 

3. 用語及び記号の意味 

3.1 総則 次に規定する用語は本規格が適用される，一定荷重振幅疲労試験，応力拡大係数範囲漸減試

験及び応力拡大係数範囲漸増試験において使用する用語である。 

3.1.1 公称応力 亀裂や切欠等に起因する応力集中を無視して，弾性的に計算した応力。 

3.1.2 最大応力max及び最大荷重 Pmax 繰返し応力及び繰返し荷重の代数的 大値。 

3.1.3 最小応力min及び最小荷重 Pmin 繰返し応力及び繰返し荷重の代数的 小値。 

3.1.4 応力範囲及び荷重範囲P 繰返し応力及び繰返し荷重の 小値と 大値の代数差。 

3.1.5 応力比 R 小応力の 大応力に対する代数比。R=min / max。 

3.1.6 繰返し数 N 疲労試験中に， 大応力から 小応力を経て次の 大応力に至るまでを 1 として数

えた，負荷履歴を表す数。 

3.1.7 破断繰返し数 Nf 3.1.6 節の定義により算定された，試験片が破断するまでに負荷された繰返し数。 

3.1.8 亀裂長さ a 板厚貫通亀裂の長さ。ここでいう「板厚貫通亀裂」の板厚 t とは，素材としての板

厚を意味するものであり，図 3.1 に示す z 方向に相当する。 

 




